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こ
の
度
の
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
員
の
皆
さ

ま
か
ら
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

　
身
に
余
る
光
栄
と
感
激

す
る
と
と
も
に
、
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
も
と

よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議

会
運
営
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
石
川
町

の
発
展
に
全
力
を
尽
く
す

所
存
で
す
。

　
現
在
、
石
川
町
や
石
川

地
方
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

年
々
、
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
に

伴
う
人
口
減
少
、

不
安
定
な
世
界

情
勢
に
よ
る
燃

油
高
騰
な
ど
、

先
行
き
不
透
明

な
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
石
川
地

方
全
体
の
課
題
と
捉
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え

る
課
題
を
共
有
し
な
が
ら

お
互
い
の
特
性
を
生
か
し

た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
、
解
決
に
向
け
た

一
歩
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
の
当
面
の

課
題
と
し
て
は
、
水
郡
線

の
継
続
、
県
立
石
川
高
校

の
継
続
、
公
共
施
設
の
広

域
利
用
、
水
道
事
業
の
広

域
化
な
ど
。
こ
れ
ら
の
問

題
に
つ
い
て
も
広
域
的
に

連
携
し
、
一
体
と
な
り
、

解
決
に
向
け
て
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
議

会
と
し
て
も
積
極
的
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
に

耳
を
傾
け
、
共
に
歩
み
な

が
ら
、
石
川
町
の
発
展
に

寄
与
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ

り
石
川
町
議
会
に
対
し
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
改
選
後
の
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
、
副
議
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
光
栄
に
存
じ
ま
す
と

同
時
に
、
そ
の
重
責
を
痛

感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。
議
長

を
支
え
、
公
正
か
つ
円
滑

な
議
会
運
営
に
努
め
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

　
石
川
町
議
会

基
本
条
例
に
則

り
、
町
民
の
声

に
耳
を
傾
け
、

町
民
が
町
政
に

参
加
す
る
機
会

を
確
保
す
る
た

め
に
、
議
員
一
丸
と
な
っ

て
議
会
改
革
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
政
治

分
野
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ

ャ
ッ
プ
を
解
消
し
、
女
性

の
活
躍
と
町
議
会
の
活
動

を
多
方
面
に
発
信
し
て
い

く
た
め
に
、
誠
心
誠
意
努

力
す
る
覚
悟
で
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
さ
ま
方

の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
を

申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
9
月

臨
時
会
は
、
９
月

15
日
に
開
か
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
臨
時
会
は
、

９
月
３
日
に
行
わ

れ
た
石
川
町
議
会

議
員
選
挙
で
当
選

し
た
議
員
に
よ
る
初
め

て
の
議
会
で
あ
り
、
議

長
・
副
議
長
が
選
任
さ

れ
、
議
長
に
近
内
雅
洋

氏
、
副
議
長
に
乾
初
美

氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
議
席
の

指
定
、
常
任
委
員
会
の

選
任
、
一
部
事
務
組
合

議
会
議
員
の
選
出
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
「
議
案
第
61
号

石
川
町
指
定
金
融
機
関

の
指
定
に
つ
い
て
」
原

案
の
と
お
り
全
員
異
議

な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
議
案
第
62

号
石
川
町
監
査
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
」
原
案

の
と
お
り
全
員
異
議
な

く
同
意
し
ま
し
た
。

近
内
雅
洋

近
内
雅
洋
氏氏

第第
2323
代
　
議
　
長

代
　
議
　
長

乾
初
美

乾
初
美
氏氏

第第
2424
代代

　
副
議
長

　
副
議
長

初議会レポート

「
町
民
が
ま
ん
な
か
」

を
目
指
し
て

就
任
し
ま
し
た

町
民
と
共
に

歩
む
議
会
へ
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委
員
長
　
増
子
美
知
夫

副
委
員
長
　
鈴
木
　
義
延

委
　
　
員
　
水
野
谷
常
子

委
　
　
員
　
金
沢
　
和
則

委
　
　
員
　
角
田
　
保
寿

委
　
　
員
　
小
木
　
芳
郎

委
　
　
員
　
近
内
　
雅
洋

◇

　
総
務
課
、
企
画
商
工
課
、
税

務
課
、
農
政
課
、
都
市
建
設
課
、

会
計
室
、
議
会
事
務
局
、
監
査

事
務
部
局
、
農
業
委
員
会
、
水

道
事
業
所
等
に
関
す
る
事
務
並

び
に
他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い

事
務
に
つ
い
て
、
審
査
及
び
調

査
し
ま
す
。

委
員
長
　
根
本
　
重
泰

副
委
員
長
　
増
子
美
知
夫

委
　
　
員
　
迎
　
　
茂
城

委
　
　
員
　
水
野
谷
常
子

委
　
　
員
　
星
　
　
恵
子

委
　
　
員
　
角
田
　
保
寿

◇

　
石
川
町
議
会
の
審
議
結
果
や

議
会
の
活
動
な
ど
を
住
民
に
周

知
す
る
た
め
に
「
石
川
町
議
会

だ
よ
り
」
の
編
集
及
び
発
行
し

ま
す
。

委
員
長
　
瀬
谷
　
寿
一

副
委
員
長
　
根
本
　
重
泰

委
　
　
員
　
迎
　
　
茂
城

委
　
　
員
　
星
　
　
恵
子

委
　
　
員
　
菊
池
美
知
男

委
　
　
員
　
瀬
谷
　
京
子

委
　
　
員
　
乾
　
　
初
美

◇

　
町
民
課
、
防
災
環
境
課
、
保

健
福
祉
課
、
教
育
課
、
生
涯
学

習
課
等
に
関
す
る
事
務
に
つ
い

て
、
審
査
及
び
調
査
し
ま
す
。

委
員
長
　
小
木
　
芳
郎

副
委
員
長
　
菊
池
美
知
男

委
　
　
員
　
金
沢
　
和
則

委
　
　
員
　
瀬
谷
　
寿
一

委
　
　
員
　
乾
　
　
初
美

◇

　
議
会
の
運
営
、
議
会
会
議
規

則
や
委
員
会
条
例
等
及
び
議
長

の
諮
問
に
関
す
る
調
査
を
行
い

ま
す
。

総務産業建設常任委員会

広報常任委員会

文教厚生常任委員会

議会運営委員会

　各常任委員会、議会運営委員の選任が行われ、委員会の構成が決まりました。

委員会の構成が決まる
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　議員の本分である行政の
監視役として、一つ一つの
事業を検証し、誰でも分か
りやすい、町づくりに努め
ます。

　活性化を目指す。地域が抱
える課題を具体的な政策提言
として議会で取り上げ、地域
と行政が一体となって取り組
み町全体の活性化に努めます。

　議員の本分を認識し、町民
の皆さまの声が尊重されるま
ちづくりに努めます。
　是は是、非は非の姿勢で臨
み、町政進展に努力します。

　町民の皆さまが健康で安心し
て暮らせる町づくりを目指すと
共に、少子高齢化、人口減少問
題に取り組み、かつての賑わい
を取り戻すために活動します。

　地域の課題、町の課題を
一つずつ解決し「愛するふ
るさと石川町」の未来づく
りに誠心誠意、努力いたし
ます。

　いのち・からだ・こころが大切
にされる町づくりに取り組みます。
　石川町の教育の充実、ゆたかな
学びの保障のため力を尽くします。

　町民の皆さまの声を町政
に届けて、今後の石川町の
発展に寄与できるよう努力
してまいります。

14番
近内　雅洋（69歳）
大字中野字福貴田37

11番
増子美知夫（73歳）
大字沢井字上ノ原96

12番
瀬谷　京子（79歳）
大字中田字内出264

7番
菊池美知男（69歳）
大字赤羽字森屋段10-1

8番
根本　重泰（64歳）

大字坂路字川平12

3番
星　　恵子（64歳）

字松木下19-2

4番
金沢　和則（64歳）

字鹿ノ坂37-1

当選３回（無職）

当選３回（無職） 当選５回（無職）

当選２回（無職） 当選３回（自営業）

当選１回（無職） 当選１回（行政書士）

抱負

議席番号
氏名（年齢）
住所

当選回数（職業）

のの声を町政に声を町政に
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　二期目も「町民がまんなか」
をモットーに、傾聴活動を
通して、町民の皆さまに寄り
添った政治を行います。皆さ
まの声をお聞かせください！

　若者から選ばれる町に、災害に
強い町に、歴史・文化・里山が輝
く町に、住み続けられる町に。
　今年は、長期計画を見直す年、
今後15年が勝負、諦めない。

　農商工業の振興と雇用の
創出、次世代に繋がる持続
可能な町づくり実現のため、
町民の代弁者となります。

　町民の声を町政に反映し、
若者が定住できる環境づく
り、農業・商工業の活性化等、
負託にこたえるよう努力し、
町政進展に貢献します。

　新風を吹き込み、少しず
づでも変わって行く石川町
になるよう努力し、未来の
希望への道しるべとなるよ
う取り組んで行きます。

　新しい力、発想力による未来に
繋がる人材育成。
　誇れるものづくりを推進すると
ともに誰もが住んで良かった、住
んでみたい町づくりを目指します。

　元気のでる石川町をつく
るため、若い世代の移住定
住促進、また高齢者が安心
して暮らせる環境づくりに
努めます。

13番
乾　　初美（37歳）
大字双里字白坂下48-4

9番
瀬谷　寿一（70歳）

大字中田字内出54

10番
小木　芳郎（70歳）
大字板橋字沢古屋199

5番
鈴木　義延（64歳）
大字板橋字塩ノ沢106

6番
角田　保寿（70歳）
大字湯郷渡字米子平110

1番
迎　　茂城（52歳）
大字双里字谷津82-45

2番
水野谷常子（60歳）
大字赤羽字達中久保36-1

当選２回（無職）

当選３回（無職） 当選３回（農業）

当選１回（農業） 当選１回（無職）

当選１回（酪農業） 当選１回（自営業）

紹介します紹介します
14人の議員14人の議員

みなさんみなさん届けます！
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再生紙を使用しています

監
査
委
員
に

監
査
委
員
に

菊
池
美
知
男
議
員
を
選
任

菊
池
美
知
男
議
員
を
選
任

　
任
期
満
了
に
伴
う
議

会
選
出
の
監
査
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
同
意
を

求
め
る
案
件
が
町
長
か

ら
提
出
さ
れ
、
菊
池
美

知
男
議
員
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
現
職
の
郷
隆
雄
代
表

監
査
委
員
と
と
も
に
、

町
の
財
務
会
計
な
ど
全

般
に
つ
い
て
監
査
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
5
年
7
月
臨
時
会

は
７
月
26
日
に
開
催
さ
れ
、

補
正
予
算
が
２
件
、
契
約

の
締
結
が
２
件
、
人
事
案

件
14
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

■
補
正
予
算
■

◎
議
案
第
43
号

　
農
作
物
の
凍
霜
害
に
対

応
す
る
た
め
に
農
業
等
災

害
対
策
事
業
補
助
金
３
７

４
万
７
千
円
を
増
額
。

◎
議
案
第
44
号

　
介
護
保
険
特
別
会
計

の
前
年
度
に
交
付
を
受
け

た
国
庫
支
出
金
の
事
業
確

定
に
伴
う
返
還
金
８
１
４

万
円
を
増
額
。

■
契
約
の
締
結
■

◎
議
案
第
45
号

　
真
明
田
橋
橋
梁
修
繕
工

事
に
つ
い
て
、
指
名
競
争

　
広
報
常
任
委
員
会
も

新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
、

よ
り
魅
力
あ
る
、
ま
た

読
ん
で
も
ら
え
る
紙
面

づ
く
り
を
目
指
ざ
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

広
報
常
任
委
員

委
員
長
　
根
本
　
重
泰

副
委
員
長
　
増
子
美
知
夫

委
　
　
員
　
迎
　
　
茂
城

委
　
　
員
　
水
野
谷
常
子

委
　
　
員
　
星
　
　
恵
子

委
　
　
員
　
角
田
　
保
寿

一
部
事
務
組
合
の
議
会
議
員
を
選
出

　
行
政
の
能
率
・
効
率
化
を

図
る
た
め
、
特
定
の
事
務
を

関
係
市
町
村
で
共
同
処
理
す

る
た
め
に
設
け
る
地
方
公
共

団
体
の
組
合
を
一
部
事
務
組

合
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
組
合
は
、
こ
れ
ら
を

構
成
す
る
地
方
公
共
団
体
と

は
別
個
の
法
人
格
を
有
す
る

特
別
地
方
公
共
団
体
で
あ
り
、

議
会
が
必
置
と
さ
れ
、
次
の

組
合
議
会
議

員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
令
和
55
年年
77
月
臨
時
会

月
臨
時
会

石川地方生活環境施設組合議会議員（５人）

石川町、浅川町、古殿町、平田村、玉川村から選
出された17人の議員で構成されています。

◦議員／水野谷常子 ◦議員／瀬谷　寿一
◦議員／鈴木　義延 ◦議員／増子美知夫
◦議員／菊池美知男

須賀川地方広域消防組合議会議員（２人）

石川町、須賀川市、鏡石町、天栄村、玉川村、
平田村、浅川町、古殿町から選出された14人の
議員で構成されています。

◦議員／瀬谷　京子 ◦議員／近内　雅洋

入
札
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８
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落
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。
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。
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「
母
畑
財
産
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つ
い
て
」

　
中
田
剛
さ
ん
、
添
田
博

行
さ
ん
、
福
田
喜
良
さ
ん
、

瀧
口
一
信
さ
ん
、
添
田
安

夫
さ
ん
、
永
沼
修
一
さ
ん
、

大
串
正
三
さ
ん
の
選
任
に

つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。
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～
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「
中
谷
財
産
区
管
理
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て
」

　
丹
内
雅
裕
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ん
、
大
賀

薫
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ん
、
水
野
一
さ
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、

岡
部
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さ
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沢
正
朝

さ
ん
、
髙
木
宏
明
さ
ん
、

瀬
谷
嘉
男
さ
ん
の
選
任
に

つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。
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